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(57)【要約】
　カプセル内に収容された食品物質の加圧抽出によって
飲料を生成して分配するための分配機であって、幾つか
の飲料を連続して供給するためにスタンドアロンモード
で機能できる分配機。分配機は、特に、カプセルを受け
るための抽出モジュール（１０）と、抽出モジュールに
給水するための断熱水リザーバ（４）と、ポンプ（３）
と、ポンプに給電するように構成された低電圧電気アキ
ュムレータ（５０）を備える電力供給手段（５０、６、
９４）とを備えており、リザーバは、アキュムレータに
よって給電される電気素子（８１）を含む加熱手段を備
える。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カプセルから加圧抽出により飲料を供給するためのスタンドアロン型飲料分配機であっ
て、
　カプセルを受けるようになっているとともに、カプセル内に加圧水を注入する手段と、
カプセルを受ける手段とを備える抽出モジュール（１０）と、
　前記モジュールに水を供給するための水リザーバ（４）であって、幾つかのカプセルか
らの抽出のために前記モジュールに連続的に給水できる十分な容量を有する水リザーバ（
４）と、
　前記リザーバから水を引き出して、前記抽出モジュール内のカプセルに加圧水を供給す
るためのポンプ（３）と、
　抽出温度以上の保存温度まで前記リザーバ内の水を加熱するとともに、ポンプに給電す
るための電力供給手段（５０、６、９４）と、
　を備えるスタンドアロン型飲料分配機において、
　前記電力供給手段が、前記分配機に関連付けられ且つ前記ポンプに電流を供給するよう
に構成された低電圧電気アキュムレータ（５０）を備え、
　前記リザーバが、少なくとも１つの電気素子（８０、８１）を備える加熱手段（８）を
備え、前記加熱手段が、水を保存温度まで加熱するために幹線から給電されるとともに、
保存温度までの加熱後に熱損失を補償するために前記電気アキュムレータから給電される
ように構成されている、
　ことを特徴とする、スタンドアロン型飲料分配機。
【請求項２】
　前記リザーバが、熱損失を減少させるために断熱壁によって取り囲まれていることを特
徴とする、請求項１に記載の分配機。
【請求項３】
　前記加熱手段が、
　－前記アキュムレータ（５０）によって給電される第１の電気素子（８１）と、
　－前記水リザーバ内の温度センサ（９０）と関連付けられ、前記素子（８１）の給電に
作用して保存温度を略一定の値の範囲内に維持するように構成された温度制御装置（９）
と、
　を備えることを特徴とする、請求項１又は２に記載の分配機。
【請求項４】
　前記加熱手段が、保存温度まで水を加熱するために幹線電流によって給電可能な、前記
第１の素子（８１）から独立する第２の電気素子（８０）を備えることを特徴とする、請
求項１又は２に記載の飲料分配機。
【請求項５】
　前記ポンプ及び前記第１の電気素子（８１）が、機能しつつ同時に前記アキュムレータ
により給電可能であることを特徴とする、請求項３又は４に記載の飲料分配機。
【請求項６】
　前記ポンプ及び前記第１の素子（８１）の同時に機能しているときの瞬間電力消費量が
１００ワット以下であることを特徴とする、請求項５に記載の飲料分配機。
【請求項７】
　前記アキュムレータを充電するために前記アキュムレータに対して電気的に結合可能な
充電装置（６）を備えることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の飲料分
配機。
【請求項８】
　前記充電装置が、電源ベース（７）と、前記アキュムレータ（５０）に接続される電源
ユニット（６１）とを備え、前記ユニット（６１）が、前記分配機が前記ベース（７）上
に載置して位置されるときに電気的に結合可能であることを特徴とする、請求項７に記載
の飲料分配機。
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【請求項９】
　低電圧直流電流を中電圧交流電流に変換して前記中電圧交流電流を前記ポンプに供給す
るコンバータ（９４）を備えることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記載の
飲料分配機。
【請求項１０】
　前記ポンプ（３）がピストンポンプ又はギアポンプであることを特徴とする、請求項１
～９のいずれか一項に記載の飲料分配機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル内に収容された食品物質の加圧抽出によって飲料又は他の類似の生
成物を生成するためのスタンドアロン型の機械に関する。より正確には、本発明は、抽出
カプセルを使用する移動可能な或いは携帯可能なコーヒーメーカーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食品物質のパッケージ部分を使用するコーヒーメーカータイプの飲料生成機は、家庭や
公共施設、商業地域又は会社でも急速に広まってきている。生成原理は、食品物質（例え
ば、挽いたコーヒー）を収容する部分を、この部分に高圧下で、一般には大気圧よりも数
倍高い圧力で所定量の冷たい或いは熱い液体を通過させることにより抽出することに基づ
いている。パッケージ部分は、部分的に硬質なカプセル又は柔軟な袋、シールされた或い
は部分的に開放されたポッド又はフィルタポッドであってもよい。
【０００３】
　カプセルの一例は欧州特許第０　５１２　４６８　Ｂ１号に記載されている。袋の一例
は欧州特許第０　６０２　２０３　Ｂ１号に記載されている。カプセルの他の例は、文献
国際公開公報第０３／０５９７７８号、欧州特許第１　３４４　７２２号又は欧州特許第
　１　４４０　９０５号に記載されている。
【０００４】
　そのような抽出システムは多くの利点を有する。一方では、個々のパッケージは、使用
が簡単であり、コーヒー又は他の製品を手で計量して機械の中へ入れる必要がない。ユー
ザは、カプセル、挽いたコーヒーのポッド、又は、他の部分を機械の中に配置し、その後
、ボタンを押して抽出を開始する。他方では、特定の強度又は固体濃度、特定の芳香性プ
ロファイル、特定の発泡量又は飲料を特徴付ける他の重要な属性などの所望の特性を有す
るコーヒーのような飲料を供給するために個々のパッケージが計量される。パッケージが
ガスを透過させず且つ改質された雰囲気下でコーヒーがパッケージ内に保持されている場
合、それらは、抽出の実際の瞬間まで、新しく挽いたコーヒーに匹敵するそれらの鮮度属
性を良好に保持する。最後に、温度、圧力、抽出時間などの生成条件はうまく制御でき、
それにより、飲料毎に比較的制御された一定の品質を消費者に与えることができる。
【０００５】
　抽出プロセスの一例は欧州特許第０　５１２　４７０　Ｂ１号に記載されている。
【０００６】
　スタンドアロンモード又は自律的モードでサービスを与えることができるようにする機
械、すなわち、抽出の正にその瞬間に電源幹線に接続する必要なく加圧下でカプセルから
抽出するようになっている機械が必要である。
【０００７】
　しかしながら、加圧抽出によりコーヒーを供給するためには、流体の温度状態及び圧力
状態が適切でなければならない。
【０００８】
　第１に、幾つかのカプセルから連続して抽出して良質の飲料を生成するためには、カプ
セルを通過する水の温度を各抽出毎に少なくとも９０℃程度の十分に高い温度にしなけれ
ばならない。これにより、水がカプセルに浸透する前に、水を抽出温度に少なくとも等し
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い温度まで加熱する必要がある。加熱は、一般に多大な電力を消費する加熱手段を要する
。
【０００９】
　加圧下で飲料を供給するためには、一般に、循環流体又はサーモブロックなどの高速加
熱手段で所定量の水を加熱し、その後、この高圧水をカプセルへとルート付けることが行
われるが、これは、従来の機械では高い瞬間電力を要する。
【００１０】
　第２に、カプセル内の流体の圧力は、飲料が流れるまで、数バール、例えば８～２０バ
ール（相対圧力）に達しなければならない。カプセル内の圧力が不十分であると、カプセ
ルは、その開放が圧力に関与しているカプセルであり及び／又は液体が流れることができ
ない或いは液体が異常に流れる場合には、開放しない場合がある。これにより、最大で約
２０バールの静圧を生み出すことができる十分に強力なポンプを使用する必要がある。
【００１１】
　電気的に自立した（「スタンドアロン」）モードにおいて、携帯型バッテリ又は固定バ
ッテリなどの低電圧電源は、この加熱及びそれに関連する水の温度調整を同時に行うこと
ができず、また、同時に、十分な圧力で水を圧送することができない。これらの電源の電
力は一般に限られている。これは、アンペア数が低く、また、適度なバッテリ重量／サイ
ズ範囲内に保持するようになっているからである（例えば、鉛蓄電池と同様に）。実際に
、バッテリの重量／サイズは、使用される技術によって決まる。アンペア数が高ければ高
いほど、バッテリ技術の選択範囲も狭くなる。アンペア数が高い場合には、一般に、バッ
テリは、重量があり、あまり環境に良くない。
【００１２】
　また、アンペア数が低いバッテリ、したがって、軽量であまり大きくないバッテリの場
合、これらは十分に電力を生み出さず、したがって、高い瞬間電力下でのそれらの自律性
は非常に低く、そのため、これらのバッテリは、非常に急速に放電し、その結果、数杯の
コーヒーの連続生成を確保することができない。
【００１３】
　したがって、例えば、循環流体又は高速加熱手段で所定量の水を加熱するためには、１
４００ワット（±２００）の平均瞬間電力及び１時間当たり少なくとも５６０ワット（±
１００）の電力を求めることができる必要があるのが分かる。２時間で平均約１００杯の
コーヒーを供給するためには、約１２０アンペア時のバッテリが必要である。このアンペ
ア数値の既存のバッテリは鉛蓄電池であり、これらは、非常に重く（数キログラム）、大
型であり、空気を汚染する。
【００１４】
　欧州特許出願第１　２７７　４２８　Ａ１号は、冷水のリザーバと、限られた量の水を
加熱するための高慣性サーモブロック型の循環流体水ヒータと、ポンプと、ポンプによっ
て給水され且つ内部で抽出が行われる抽出モジュールとを有する、加圧下でコーヒーカプ
セルから抽出するように設計された車両用コーヒーメーカーについて言及している。圧送
手段、加熱手段、制御手段は、車両のバッテリ、一般的には１２ボルト又は２４ボルトの
バッテリによって生成される電流により給電される。したがって、抽出プロセスのために
十分な電力を得るためには、原則的に、ポンプ動作前において電力供給が中断され或いは
電力供給が少なくとも大きく減少される。不都合は、次の飲料のために必要な量を水ヒー
タで再び加熱するのに必要な２つの飲料間の待ち時間に起因している。他の不都合は、車
両のエンジンが停止されているときにバッテリを急速に使い果たす傾向がある水ヒータの
高い電力消費量に起因している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明の目的は、従来技術の欠点を克服することである。より正確には、
本発明の目的は、カプセルから飲料を抽出するために、十分な温度、好ましくは略一定の
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温度で且つ十分に高い圧力、好ましくは略一定の圧力で水を供給して、スタンドアロン供
給モード、すなわち、上記飲料の抽出中に水を圧送するときに機械を電力供給幹線に接続
する必要がない供給モードで幾つかの連続するカプセルから抽出するという課題の解決策
を提案する一方で、移動するのに重くなく及び／又は嵩張らないとともに長い充電時間を
要さない装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　そのため、本発明は、上記カプセルからの飲料の抽出に必要な高温要件及び高圧要件に
対処できるようにする電気供給源の特別な管理に関連する機械の特別な構造に基づいてい
る。
【００１７】
　この目的のため、本発明は、カプセルから加圧抽出により飲料を供給するためのスタン
ドアロン型飲料分配機であって、
　カプセルを受けるようになっているとともに、カプセル内に加圧水を注入する手段と、
カプセルを受ける手段と、任意に、上記カプセルを開放して、飲料の液体抽出を特定の圧
力から解放し始める手段とを備える抽出モジュールと、
　上記モジュールに水を供給するための水リザーバであって、幾つかのカプセルからの抽
出のために上記モジュールに連続的に給水できる十分な容量を有する水リザーバと、
　リザーバから水を引き出して、抽出モジュール内のカプセルに加圧水を供給するための
ポンプと、
　抽出温度以上の保存温度までリザーバ内の水を加熱するとともに、ポンプに給電するた
めの電力供給手段と、
　を備えるスタンドアロン型飲料分配機において、
　電力供給手段が、分配機に関連付けられ且つポンプに電流を供給するように構成された
低電圧電気アキュムレータを備え、
　リザーバが、少なくとも１つの電気素子を備える加熱手段を備え、上記加熱手段が、水
を保存温度範囲まで加熱するために幹線から給電され、及び／又は、保存温度範囲までの
加熱後に熱損失を補償するために電気アキュムレータから給電されるように構成されてい
る、ことを特徴とするスタンドアロン型飲料分配機に関する。
【００１８】
　また、リザーバは、熱損失を減少させるために断熱壁によって取り囲まれていることが
好ましい。
【００１９】
　したがって、本発明の一般的原理は以下の通りである。すなわち、
　－ポンプに給電するためだけのスタンドアロンモードで低電圧電流を使用し、また、場
合により、そのような供給源からの保存熱水の熱損失を補償する一方で、好ましくは、こ
れらの損失がリザーバの断熱によって制限されるようにすること、及び、
　－スタンドアロンモードでバッテリ電流により最初の温度から保存温度範囲までもはや
加熱されないが、幹線によって給電される加熱手段により予め加熱される熱水保存を行う
こと、
である。
【００２０】
　したがって、主な利点は、スタンドアロンサービスモードにおいて、本質的に、
　－最適で且つ再現可能な状態（温度、圧力）の確保、
　－大きなスタンドアロンサービス能力、及び、
　－２つの飲料の生成間で所定量の水の再加熱に関連する待ち時間が全く無いこと、
である。
【００２１】
　好ましい実施形態において、加熱手段は、
　－アキュムレータによって給電される第１の電気素子と、
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　－水リザーバ内の温度センサと関連付けられ、素子の給電に作用して温度を略一定の保
存温度範囲内に維持するように構成された温度制御装置と、
を備える。
【００２２】
　そのような構造の利点は、低電圧源からの電力消費量を可能な限り減らしつつ抽出中に
同じ温度状態を維持することによりスタンドアロンサービス能力を高めることに基づいて
いる。
【００２３】
　したがって、ポンプ及び第１の電気素子は、機能しつつ同時にアキュムレータにより給
電可能である。
【００２４】
　ポンプ及び第１の素子の瞬間電力消費量は、同時に機能しているときに１００ワット以
下、好ましくは５０～８０（±５）ワットとなるように設定されている。
【００２５】
　本発明の文脈において、用語「アキュムレータ」は、特定の消耗閾値後に再充電でき或
いは新たなエネルギ源と交換できる、好ましくは１５０ワット以下の低い電力を供給する
ための「バッテリ」タイプのスタンドアロンモードで機能できる電気エネルギ源を規定す
るために使用されている。
【００２６】
　本発明の文脈において、低電圧電源とは、一般に１２ボルト又は２４ボルト或いは１０
０ボルト未満の任意の他の特定の電圧の電源のことである。同様に、幹線電源又は中電圧
電源とは、一般に１１０～１２０ボルト又は２２０～２３０ボルト或いは１００ボルトを
上回る３４０ボルト以下の任意の他の特定の電圧の電源のことである。
【００２７】
　好ましくは、加熱手段は、保存温度範囲まで水を加熱するために幹線電流によって給電
可能な第２の電気素子を備える。保存温度範囲までの水の加熱は、水リザーバ内の温度セ
ンサに関連付けられる温度制御装置によって制御されることが好ましい。上記装置は、保
存温度に達するまでの素子の給電及びその後の保存温度の維持に作用するように構成され
ている。
【００２８】
　したがって、本発明の一実施形態において、加熱手段は、リザーバにおける熱損失を補
償するために低電圧電流により給電される第１の低電力素子と、水を加熱するために幹線
の中電圧電流により給電される第２の高電力素子とを備える。
【００２９】
　本発明の一実施形態において、分配機は、アキュムレータを再充電するためにアキュム
レータと関連付けられる充電装置も備える。特に、充電装置は、電源ベースと、アキュム
レータに接続される電源ユニットとを備え、上記ユニットは、分配機が上記ベース上に載
置して位置されるときに電気的に接続可能である。分配機は、例えば分配機をベース上に
単に配置することにより或いは取り外し可能なフック手段による懸垂により、載置位置に
置くことができる。
【００３０】
　本発明の一実施形態において、ポンプは、中電圧交流電流、例えば１１０ボルトＡＣ又
は２２０ボルトＡＣを使用するポンプであり、また、分配機は、ポンプに中電圧ＡＣを供
給するための低電圧ＤＣ／中電圧ＡＣコンバータを備える。したがって、ポンプは電磁ピ
ストンポンプであることが好ましい。そのようなポンプは、２０バール程度もしくはそれ
以上の高い最大静圧を経済的に有利な態様で生み出すことができるという利点を有する。
ポンプは、１００ワット以下、好ましくは約６０ワット（±１０）の瞬間電力を消費する
ように選択される。
【００３１】
　可能な他の手段によれば、ポンプは、低電圧ＤＣ又はＡＣ電流で機能するポンプである
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。この場合、ポンプは、低電圧ＡＣ、例えば１２ボルト又は２４ボルトで動作する電磁ピ
ストンポンプであってもよい。低電圧ＤＣを適切なＡＣ信号電流へ変換するためには、電
子制御を行わなければならない。他の更に簡単な実施形態において、ポンプは、低電圧Ｄ
Ｃで直接に動作するギアポンプである。同様に、圧力上昇曲線及びポンプにより供給され
る最大圧力を制御するためには、電子制御が行われなければならない。
【００３２】
　本発明は、図面を参照して更に良く理解できるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　図１は、本発明に係る分配機の好ましい実施形態に基づくブロック図を示す。
【００３４】
　図１に示される本発明に係る飲料分配器機１は、抽出されるべき物質を収容するカプセ
ル２を内部に受けることができる抽出モジュール１０を備える。一般に、モジュールは、
カプセルが収容される筐体を形成するために互いに閉じることにより組み立てられる下部
と上部とからなる受け手段１１を有する。また、モジュールは、カプセルを穿孔してカプ
セル内に水を導入できるようにする手段１２と筐体内で関連付けられる送水管等の水注入
手段も有する。モジュールは、カプセルの流出面を開放する手段１３、例えば尖端要素、
ピラミッド要素又は他の起伏要素及び／又は凹陥要素など、その上でカプセルの流出面が
カプセル内の圧力の上昇に応じて裂け及び／又は穿孔され、それによりカップ内に飲料を
流すことができるようにする手段１３を有する。これらの開放手段は、国際公開公報第０
３／０５９７７８号の場合のように、モジュール内ではなく、カプセル自体に支持されて
いてもよい。１つの想定し得る実施形態では、開放手段が省かれ、機械的な穿孔手段又は
他の手段により注入前にカプセルが予め開放され或いは既に穿孔されており、それにより
、液体が特定の流圧から流れ始めるようにする。
【００３５】
　加圧水をモジュールへ供給するためにポンプ３及び水リザーバ４が設けられている。パ
イプ３０、４０はそれぞれ、ポンプをモジュールに接続し、リザーバをポンプに接続して
いる。できる限り低い液面に至るまで圧送するため、パイプ４０はリザーバ内に十分深く
まで延びている。
【００３６】
　分配機１の給電原理は以下の通りである。
【００３７】
　分配機は、再充電装置６によって再充電されて低電圧電流（１２ボルト又は２４ボルト
）を生成する電気アキュムレータ５０を備えており、再充電装置６は、充電器６０と、幹
線電流（１１０ボルト又は２２０ボルト）を充電器に供給する電源ユニット６１とを備え
る。アキュムレータは例えばリチウム電池又はリチウム－カドミウム電池であってもよい
。幹線電源ユニットは、壁コンセントなどの幹線電流に接続するための電源リード線７０
が取り付けられた電源ベース７に対して取り外し可能な態様で接続される。電源ユニット
６１及び電源ベース７は、相補的な態様で且つ電気的及び機械的に分離できる方法で互い
に嵌合する。そのようなアセンブリは公知で、更なる説明を要しない。それは、「Ｓｔｒ
ｉｘ」社により販売されるような電気接続装置又は任意の他の等価手段であってもよい。
１つの別の手段においては、ブロック６０、６１を、電源リード線に関連付けられた簡単
な電源コネクタに置き換えることができる。
【００３８】
　リザーバは、一連の２つの素子８０、８１からなる加熱手段８を備える。第１の素子８
０は、冷たい温度又は周囲温度から、所望の抽出温度とほぼ等しい或いは所望の抽出温度
よりも数度高い保存温度まで、リザーバ内の水を加熱するようになっている、好ましくは
８００ワット～３０００ワット（上限及び下限を含む）、更に好ましくは１５００ワット
～２０００ワット（上限及び下限を含む）の高電力素子である。例えば、挽いたコーヒー
のカプセルからコーヒーを抽出するための保存温度範囲は、好ましくは８７～９８℃、更
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に好ましくは８９～９２℃である。この第１の素子には、電源ユニットがベース７上に配
置され且つベース７が幹線電流に接続されるときに、電源ユニット６１から中電圧電流（
幹線電圧）が供給される。
【００３９】
　リザーバ内の温度制御は、素子８０に対する電力供給をＯＮ又はＯＦＦに選択的に切り
換えるリレー９２に作用する中央コントローラ９１に接続された温度センサ９０を備える
制御装置９によって行われる。リザーバ内の水の温度が中央コントローラに予めプログラ
ムされた最大温度値に達すると、コントローラは、リレーを開放するように命令して、素
子の電力供給を停止する。リレーは、測定された温度が閾温度値を下回ると、再び閉じら
れる。これにより、素子の加熱が再開する。一般に、温度値、最大値及び最小値（又は、
閾値）は、数度（例えば１度又は２度）を越えて互いに隔てられないように選択される。
リレーが閉位置にあるときに点灯し且つリレーが開位置にあるときに消灯する予熱光イン
ジケータ９３を設けることができる。このようにして、リザーバ内の水の加熱状態がユー
ザに知らされ、ユーザは、分配機がスタンドアロンサービスモードで使用できる状態にあ
る時期が分かる。
【００４０】
　分配機は、例えばほぼ２０～１５０ワット、好ましくは１０～８０ワットの第２の出力
の弱い素子８１を有しており、その機能は、単に、分配機がスタンドアロンサービスモー
ドにあるとき、すなわち、電源ユニット６１が幹線電流電源ベース７から取り外されると
きに熱損失を補償する或いは少なくとも抑制することである。この第２の素子は、リザー
バ内に浸漬されており、電気アキュムレータ５０によって低電圧の直流電流（例えば１２
ＶＤＣ又は２４ＶＣＤ）が給電される。このスタンドアロンサービスモードにおいて、リ
ザーバ内の温度制御は、素子８１の電力供給をＯＮ又はＯＦＦに選択的に切り換えるリレ
ー９３に作用する中央コントローラ９１に接続された上記温度センサ９０を備える制御装
置９により同じ方法で行われる。このサービスモードで略一定の保存温度を確保するため
にリレーの切り換えが行われる温度範囲は、ほぼ摂氏１℃又は２℃程度の狭い範囲である
ことが好ましい。
【００４１】
　本発明の１つの特徴によれば、ポンプ３は、中電圧交流電流（例えば１１０ボルトＡＣ
又は２２０ボルトＡＣ）を低電圧の直流電流（例えば１２ＶＤＣ又は２４ＶＤＣ）に変換
するコンバータ９４を介してアキュムレータ５０によって給電される。
【００４２】
　電気回路は、２つの制御ボタンによって完成させることができる。第１のボタン５１は
、アキュムレータと制御装置との間の低電圧回路に設けられており、低電圧回路を閉じる
ことにより分配機を始動させる。このボタンが閉位置にある場合には、制御装置９が給電
され、それにより、加熱手段がリレー９２、９３によって選択的に作動できる。第２のボ
タン５２は、ポンプ自体を作動させるために設けられている。
【００４３】
　リザーバにおける熱損失を制限するため、したがって、アキュムレータから引き出され
る電気エネルギの消費を制限し、それにより、大きなスタンドアロンサービス能力が得ら
れるようにするため、リザーバには断熱壁４５が設けられている。「断熱壁」という表現
は、９０℃の始動温度においてリザーバ内の液体の温度の損失が１時間当たり１０°未満
、好ましくは１時間当たり６℃未満となるようにその断熱効率が設定されている壁を意味
している。
【００４４】
　本発明に係る分配機は、アキュムレータを再充電することなく或いは幹線電流に接続す
ることなく、１～２時間にわたって連続して２０～１００杯のコーヒーを供給できる。
【００４５】
　無論、本発明は、当業者の範囲内で変形又は様々な改良を含むことができる。
【図面の簡単な説明】
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【００４６】
【図１】本発明に係る分配機の好ましい実施形態に基づくブロック図を示す。

【図１】
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